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どの程度研究会、講習会に参加しどのような発言を行ったのかが一覧できるよ

















































期に変化しはじめ、最終的に昭和 23 年 7月、高橋は前掲『性科学界機関誌』
上に「狂つた大槻憲二氏へ」と題するµ絶縁文¸を掲載し、大槻と袂を分かつ
こととなった（※5）。
そして昭和 24 年に出版した『あるす・あまとりあ―性交態位 62型の分析』
（久保書店の別名義であるあまとりあ社発行）の大ヒットで一躍その名を全国
的なものとした。また同作のヒットを受け昭和 26 年に刊行された性風俗研究























































※ 『精神分析』昭和 15 年 9月号に「高橋鐵氏は精動本部の宣傳係員となら
れた」との記述がある。本稿第 5節および 6 節参照。



















昭和 55 年 8 月）で、「こうした高橋鐵一流の筆法は終生あらたまらなか
ったから、その臭みを厭う人は離れ、同臭のものは相寄る結果となっ
た」と証言している。（同書 P.34）










おいて高橋は「鐵假面」のペンネームを使用し、昭和 13 年 11 月 1 日号
から 1年にわたり主に新聞広告をテーマにしたコラムを連載した（昭和



































































鐵が東京精神分析学研究所に入会したのは昭和 8 年 12 月であるが、その詳細
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いたことが伺える。
○『精神分析』について




7・8 月号までは不二出版社、昭和 8 年 9・10 月号以降のものは東京精神分析
学研究所出版部から刊行されている）

































部数は当初 400 部前後であったが、後に 1200 部程まで増えたとされ
る（※9）。当初は月刊誌としてスタートしたが、昭和 8 年 7・8 月号から一度










和 16 年（1941 年）3 月号をもって一度廃刊（※10）となるものの、敗戦後の昭
和 27年（1952 年）1 月に戦前の巻号を引き継いで再開された。その後も刊行
は続けられたが、昭和 52 年（1977年）2 月に主宰者である大槻が死去、同年
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4 月号（第三十五巻第一号）をもって終刊となった。本稿で中心的に取り扱っ
ているのは、そのうち高橋鐵が誌上において活動を行った昭和 9年 1月号から
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をもって中絶している。































【備考】この号 84 から 85ページまで、高橋鐵の『春の自由聯想』が掲載。




































































○昭和 10年 11・12 月号（第三巻第六号) 104ページ、定価 50銭、同年 11
月 1 日発行
【題号】常態及び變態の性心理



















































○昭和 12年 3・4 月号（第五巻第二号) 110ページ、定価 50銭、同年 3 月 1



















































○昭和 13 年 6月号（第六巻第五号) 7ページ、定価 5銭、同年 6月 1日発行
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【題号】なし（偶数月号）
【主な論文・記事】『斷種法と優生學』（大槻憲二）














































○昭和 14年 4 月号（第七巻第四号) 8ページ、定価 10銭、同年 4 月 1 日発
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【備考】この号には、昭和 12 年内に刊行された『精神分析』の内容一覧表が
あり、実質 10ページ構成になっている。













































○昭和 15 年 10 月号（第八巻十号) 8ページ、定価 10銭、同年 10 月 1 日発
行



















































※ 昭和 10 年 10 月日（土）の 13時および 18時からの 2回、東京仁壽講
堂にて「名映畫分析鑑賞と講演の會」を研究所主催で開催している。詳
細については第 5節を参照。
※ 会員の紹介により「中外新藥商會」の会議室で行った回（昭和 13 年 5
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月、6 月の例会）や、忘年会を兼ねて料理屋で行ったケース（昭和 13
年 12 月、昭和 15 年 12 月の例会）もある。詳細については第 4 節表
1-2 を参照。



































































































は雑誌『新青年』昭和 13 年 4 月号に、水と胎内回帰願望の関連説を題材にし
た小説『浦島になつた男』を発表している。










き」であるとする批判的な見方は、高橋が翌年（昭和 11 年 9・10 月号）に発
表する『「心の水泡」抄』でも見られる。（2 作とも、論中で同じソースティ
ン・ヴェブレンの『有閑階級論』引いており、その影響を受けた記述と見られ
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る）











































































































○映畫と精神分析學 昭和 11 年 5・6 月号、P.87〜89























る。昭和 10 年 5・6 月号の『雪山に誘はれむ願望』と同じく、論中でソーステ
ィン・ヴェブレンの『有閑階級論』を援用している。


































昭和 12 年 1・2 月号、P.86〜90




































































影したものと考えられる。また、彼は昭和 9年の研究会 12 月例会で「サイコ
ロ・サイコロジー（賭博の心理）」についての研究談を話しており（第節表
を参照）、構想の関連が伺われる。
















【第 3 節 注記】
※ 和田芳恵『ひとつの文壇史』（新潮社、昭和 42 年）など。なお、和田は
前掲書中で、高橋鐵が『オール讀物』に短編小説『怪船人魚號』（昭和








10 年 9・10 月号から、都合回にわたって『精神分析』巻末にカルピ








際に『精神分析』も（高橋に関連したものではないが）、昭和 14 年 3 月
号が内務省から「削除命令」を受け 101〜108ページを落としたまま刊
行する事態に見舞われている。







8 年 12 月例会（同年 12 月 15 日開催）から昭和 16 年 1 月例会（同年 1 月 27
日開催）までの記事を表 1-1 として、同じく講習会例会については昭和 9年
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11 月例会（同年 11 月 5 日開催）から、昭和 16 年 2 月例会（同年 2 月 3 日開
催）までの記事を表 1-2 として掲載している。基本的に各例会の開催日時、場
所、また高橋鐵の発言や発表内容等を一覧表の形でまとめたものである。
次に、昭和 8 年 11 月の高橋鐵入会以前に開かれた研究会で『精神分析』誌
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昭和 8年 12 月 15 日12 月例会
昭和 9年
開始時刻日付例会名年








夜昭和 9年 3月 16 日3 月例会
17：30〜昭和 9年 2月 15 日2 月例会
夜昭和 9年 1月 17日1月例会
17：30〜
日比谷美松屋百貨店五階貴賓室17：30〜昭和 9年 9月 17日9月例会
日比谷美松屋百貨店五階貴賓室記載なし昭和 9年 10 月 16 日10 月例会
日比谷美松屋百貨店五階貴賓室夕昭和 9年 11 月 19日11 月例会
4月例会
アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 9年 5月 14 日5 月例会
アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 9年 6月 14 日6 月例会
神田驛前アメリカン・ベーカリ17：30〜昭和 9年 7月 17日7月例会







































































昭和 10 年 1・2
月号、P.111
昭和 10 年 1・2
月号、P.110〜
111
昭和 9 年 11・
12 月号、P.93
昭和 9 年 11・
12 月 号、P.92
〜93
昭和 9 年 9・10
月号、P.101
昭和 9 年 7、8
月号、P.104
昭和 9 年 7、8
月号、P.104
昭和 9 年 5 月
号、P.100
昭和 9 年 4 月
号、P.96〜97
昭和 9 年 3 月
号、P.98
昭和 9 年 2 月
号、P.93
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昭和 10 年 1 月 21 日1 月例会
昭和 10 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年






神田ベーカリ夜昭和 10 年 3 月 18 日3 月例会
昭和 10 年 5 月 20 日5 月例会
神田ベーカリ夜昭和 10 年 4 月 15 日4 月例会
神田驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 10 年 6 月 17日6月例会
神田愛光舎階上夜
神田驛前アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 10 年 7月 15 日7月例会
昭和 10 年 9月 9日9月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 10 年 8 月 14 日8 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 10 年 10 月 14 日10 月例会
アメリカン・ベーカリ夜















































昭和 10 年 5・6
月 号、P.96 〜
97























昭和 10 年 9・
10 月 号、P.99
〜100
昭和 10 年 11・
12 月 号、 P.
100〜101
○






















昭和 11 年 1・2
月 号、P.93 〜
94
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昭和 11 年 1 月 20 日1 月例会
昭和 11 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
アメリカン・ベーカリ夜昭和 11 年 2 月 17日2月例会
アメリカン・ベーカリ夜
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリー夜昭和 11 年 3 月 16 日3 月例会
昭和 11 年 5 月 18 日5 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリー夜昭和 11 年 4 月 20 日4 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 11 年 6 月 15 日6 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 11 年 7月 17日7月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 11 年 9月 21 日9月例会
















































昭和 11 年 5・6
月号、P.93


















昭和 11 年 11・
12 月号、P.104
○新来者の秋山尚雄を紹介。
昭和 11 年 9・
10 月 号、P.95
〜96
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昭和 12 年 1 月 15 日1 月例会
昭和 12 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 2 月 15 日2 月例会
アメリカン・ベーカリ夜
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 3 月 15 日3 月例会
昭和 12 年 5 月 17日5月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 4 月 19日4月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 6 月 21 日6 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜
昭和 11 年 10 月 19日10 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 11 年 11 月 16 日11 月例会
アメリカン・ベーカリ夜



















































昭和 12 年 5・6
月号、P.109














































昭和 12 年 3・4
月号、P.106〜
107
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昭和 13 年 1 月 17日1月例会
昭和 13 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
アメリカン・ベーカリ夜昭和 13 年 2 月 22 日2 月例会
アメリカン・ベーカリ夜
アメリカン・ベーカリ17：30〜昭和 13 年 3 月 23 日3 月例会
昭和 13 年 5 月 16 日5 月例会
アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 13 年 4 月 18 日4 月例会
萬世橋アメリカン・ベーカリ17：30〜昭和 13 年 6 月 20 日6 月例会
アメリカン・ベーカリ夜
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 7月 19日7月例会
夜昭和 13 年 7月 18 日7月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 9月 24 日9月例会
アメリカン・ベーカリ
10 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 11 月 15 日11 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 12 年 10 月 18 日











































昭和 13 年 5 月
号、P.85
























昭和 12 年 9・
10 月号、P.111
〜112
昭和 13 年 9 月
号、P.97
○出席情報のみ、詳細はなし



















昭和 13 年 4 月
号、P.4〜5
○
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昭和 14 年 1 月 16 日1 月例会
昭和 14 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
アメリカン・ベーカリ夜昭和 14 年 2 月 20 日2 月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ夜
アメリカン・ベーカリ夜昭和 14 年 3 月 20 日3 月例会
昭和 14 年 5 月 15 日5 月例会
アメリカン・ベーカリ17：30〜昭和 14 年 4 月 17日4月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 14 年 6 月 19日6月例会
アメリカン・ベーカリ夜
萬世橋畔アメリカン・ベーカリ夜昭和 14 年 7月 17日7月例会
昭和 14 年 10 月 16 日10 月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 14 年 9月 18 日9月例会





アメリカン・ベーカリ夜昭和 13 年 10 月 17日10 月例会
11 月例会
昭和 13 年 12 月 19日12 月例会















昭和 14 年 4 月
号、P.7
○出席情報のみ、詳細はなし。
昭和 14 年 6 月
号、P.7
○出席情報のみ、詳細はなし。
昭和 14 年 5 月
号、P.88〜89
























昭和 14 年 11 月
号、P.80
○出席情報あり、詳細なし。







昭和 15 年 1 月
号、P.75〜76












昭和 13 年 12 月
号、P.5














昭和 14 年 2 月
号、P.7
○出席情報のみ、詳細はなし。
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昭和 15 年 1 月 15 日1 月例会
昭和 15 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
アメリカン・ベーカリ夜昭和 15 年 2 月 19日2月例会
萬世橋驛前アメリカン・ベーカリ17：30〜
アメリカン・ベーカリ時刻記載なし昭和 15 年 3 月 18 日3 月例会
昭和 15 年 5 月 20 日5 月例会
アメリカン・ベーカリ夜昭和 15 年 4 月 15 日4 月例会
神田アメリカン・ベーカリ夜昭和 15 年 7月 15 日7月例会
神田アメリカン・ベーカリ夜
神田驛前アメリカン・ベーカリ夜昭和 15 年 9月 16 日9月例会
昭和 16 年 1 月 27日1月例会昭和 16 年
神田アメリカン・ベーカリ夜昭和 15 年 11 月 18 日11 月例会
アメリカン・ベーカリ夜
夜昭和 14 年 12 月 18 日12 月例会
｢同會場」とあるため、萬世橋驛前ア
メリカン・ベーカリと思われる。




























昭和 15 年 5 月
号、P.90


















昭和 15 年 9 月
号、P.95〜96
×出席情報無し。欠席の模様。
昭和 16 年 1 月
号、P.77〜78
○出席情報あり、詳細なし。
昭和 15 年 11 月
号、P.75








昭和 15 年 1 月
号、P.76
○出席情報あり、詳細なし。
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昭和 9年 11 月 5 日11 月例会
昭和 9年
開始時刻日付例会名年








東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 2 月 4 日2 月例会
2月例会
東京精神分析學研究所
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 3 月 4 日3 月例会
昭和 11 年 2 月 3 日 東京精神分析學研究所
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 4 月 1 日4 月例会
夜
6月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 5 月 6 日5 月例会
昭和 10 年 7月 1日（頃)7月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 6 月 3 日
◆昭和 10 年、10 月の講習会例会については記録なし。同時期に「精神分析と映画鑑賞
東京精神分析學研究所記載なし
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 11 月 4 日11 月例会
昭和 11 年 3 月 2 日3 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 10 年 12 月 2 日12 月例会
夜 東京精神分析學研究所
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 1 月 5 日1 月例会
昭和 11 年 東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 4 月 6 日4 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 5 月 4 日5 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 7月 6日7月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 6 月 1 日6 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 9月 7日9月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 10 月 5 日10 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 11 月 2 日11 月例会
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昭和 11 年 5・6
月号、P.94
○出席情報のみ、詳細はなし。

















昭和 11 年 11・
12 月号、P.105
×欠席の模様。
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昭和 12 年 1 月 11 日1 月例会
昭和 12 年
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 2 月 1 日2 月例会
東京精神分析學研究所夜
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 3 月 1 日3 月例会
2月例会
昭和 12 年 5 月 3 日5 月例会
夜
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 4 月 5 日4 月例会
昭和 13 年 2 月 7日
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 6 月 7日6月例会
東京精神分析學研究所
東京精神分析學研究所夜
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 7月 5日7月例会
昭和 12 年 10 月 4 日10 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 12 年 9月 6日9月例会
東京精神分析學研究所記載なし昭和 12 年 11 月 1 日11 月例会
東京精神分析學研究所夜
東京精神分析學研究所記載なし昭和 12 年 12 月 6 日12 月例会
昭和 13 年 1 月 3 日1 月例会
昭和 13 年
東京精神分析學研究所夜昭和 11 年 12 月 7日12 月例会




東京精神分析學研究所夜昭和 13 年 4 月 4 日4 月例会
池袋の中外新藥商會階上會議室記載なし











































昭和 12 年 5・6
月号、P.108


















昭和 12 年 11・
12 月号、P.107
×欠席の模様。
フロイド全集第 9 巻収載の 2 論文
「子供の嘘」及び「或る婦人同性愛
者の心理」を精読。




















昭和 13 年 1・2
月号、P.112







昭和 13 年 4 月
号、P.6
○



























昭和 13 年 5 月
号、P.86
○出席情報のみ、詳細はなし。
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昭和 13 年 9月 5日9月例会
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年





東京精神分析學研究所夜昭和 13 年 11 月 7日11 月例会
昭和 14 年 2 月 6 日
昭和 14 年 1 月 9日1月例会
昭和 14 年
本郷弓町「江知勝」料理店17:30〜





昭和 14 年 4 月 3 日4 月例会
昭和 15 年 2 月 5 日
東京精神分析學研究所夜昭和 14 年 3 月 5 日3 月例会
2月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 14 年 5 月 2 日5 月例会
夜
東京精神分析學研究所夜
場所記載なし。夜昭和 14 年 6 月 5 日6 月例会
東京精神分析學研究所
9月例会




夜昭和 13 年 7月 4日7月例会
昭和 14 年 9月 4日
東京精神分析學研究所夜昭和 14 年 10 月 2 日10 月例会
昭和 14 年 12 月
(日付記載なし）
12 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 14 年 11 月 6 日11 月例会
東京精神分析學研究所夜昭和 15 年 1 月 8 日1 月例会
昭和 15 年
本郷弓町「江知勝」料理店記載なし
東京精神分析學研究所記載なし昭和 15 年 3 月 4 日3 月例会
記載なし夜昭和 15 年 4 月 1 日4 月例会


























昭和 13 年 12 月
号、P.6
×欠席の模様『宗教の将来』第五章を精読。
昭和 14 年 3 月
号、P.94〜95
○出席情報のみ、詳細はなし。『宗教の将来』第三〜第四章を精読。







昭和 14 年 3 月
号、P.95















昭和 14 年 7 月
号、P.86





























昭和 14 年 11 月
号、P.80














昭和 15 年 3 月
号、P.89
○










昭和 15 年 5 月
号、P.90
×欠席の模様。
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昭和 15 年 7月 1日7月例会
場所（記事中表記ママ)開始時刻日付例会名年
東京精神分析學研究所夜昭和 15 年 9月 2日9月例会
2月例会
東京精神分析學研究所夜
東京精神分析學研究所夜昭和 15 年 10 月 14 日10 月例会
昭和 16 年 2 月 3 日




東京精神分析學研究所夜昭和 15 年 11 月 4 日11 月例会
夜


























昭和 15 年 12 月
号、P.6
×欠席の模様。『自我とエス』を精読。
昭和 15 年 11 月
号、P.75































小山 組合会館」にて、精神分析をテーマに公開講座を開催している（報告記事は昭和 9年 4月号、P.97）が、本表に
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シング劇の分析解釋



















昭和 7年 10 月 27日
心理的タイプより見たる東西文明
天靈の文学と地靈の文學










永樂クラブ記載なし昭和 6年 10 月 26 日





















永樂クラブ記載なし昭和 6年 12 月 21 日



















永樂クラブ記載なし昭和 7年 5月 25 日 社會的性格に就いて
ウルフの作品







































































































































































































































○｢名映畫分析鑑賞と講演の會」について 昭和 10 年 11・12 月号、P.99〜101













○｢交靈鬼懺悔」讀後感―高橋鐵氏の新しき出發を祝して― 昭和 13 年 1・2
月号 P.89〜95
会員・倉橋久雄による高橋鐵の短編小説『怪船人魚號』（昭和 12 年 11 月
号）、『交靈鬼懺悔』（昭和 12 年 11 月号）の感想批評。『怪船人魚號』は、幻の
人魚を求めて南太平洋に赴くドイツ人医学者ゲルハルト・コッホを主人公に、
彼の「人魚捜し」に秘められた謎とその数奇な運命を描いた作品で、高橋鐵が












○オール・トーキー（ëThe Private Worldù）『白い友情』分析合評会 昭和 10
年 11・12 月号、P.68〜72








○｢精神分析學界懇話會」について 昭和 13 年月号、P.98〜100
東京精神分析學研究所の主催により、昭和 13 年月 30 日夜に上野の料亭
「揚出し」にて催された精神分析学界関係者の親睦会の模様を報告した記事。
精神分析学研究者や発表メディアに対する規制・弾圧に対する対応を協議する







































月 号、表  向
（ノンブルなし）
編集後記編輯後記








【第 5 節 注記】
※高橋鐵自身は昭和 41 年に著した『日本精神分析学私史』（『思想の科学・第
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広告『阿部定の精神分析的診斷』










昭和 2 年 1・2
月号、P.119
昭和 12 年 3 月 4
月号、P.106
会員活動・業績最近國内事實
昭和 12 年 3 月 4
月号、P.105
会員活動・業績最近國内事實




昭和 12 年 9・10
月号、P.111
会員活動・業績最近國内事實
昭和 12 年 7・8月
号、P.100
会員活動・業績最近國内事實
昭和 12 年 11・12
月号、P.106
会員近況研究所便り
昭和 12 年 9・10
月号、P.112
会員活動・業績最近國内事實




｢廣告心理學は破産した！」（誠文堂『廣告界』昭和 11 年 11 月
号）
｢洒落型外装物語」（誠文堂『廣告界』昭和 12 年 1 月号）
の掲載報告
『阿部定の精神分析的診斷』は昭









｢芭蕉を哀しく切りきざむ」（俳誌『鳥柴』昭和 11 年 12 月号）
｢現代娘はどんな男を望むか」（『奥の奥』昭和 12 年 3 月号）
｢新媒體としての絶對映畫」（『廣告界』昭和 12 年 3 月号）
の掲載報告
会員・長谷川誠也の『遠近精神分析觀』の「出版紀念会」（昭
和 11 年 10 月 28 日夜、於：上野山下「揚出し」）の報告記事
に、出席の一人として名前が記載。特記事項はなし。120ペー
ジに掲載された同会の記念写真では、後列左端に写っている。
｢服飾品の持つ愛慾性」（『廣告の研究』昭和 12 年 5 月号）
｢服飾の精神分析」（『婦人畫報』昭和 12 年 3 月増刊号）
｢女性購買心理」（『廣告界』昭和 12 年 5 月号）













｢買物心理の秘密」（『廣告界』昭和 12 年 5 月号）
｢戀愛觀破秘訣」（『奥の奥』昭和 12 年 3・4 月号）の掲載報告
｢高橋鐵氏の御父上は七月二十二日御死去なされました。謹ん
で哀悼の意を評します。」
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会員活動・業績最近國内關係時事




昭和 13 年 3・4 月
号、巻 頭 写 真
（ノンブルなし）
Zum Andenken an de Freu d-PreisFeier
（1938）
告知文昭和十二年度フロイド賞論文銓衡決定
昭和 13 年 1・2 月
号、P.114
昭和 14 年 3 月号、
P.3











昭和 13 年 9月号、
P.96
会員近況研究所だより
昭和 13 年 7月号、
P.98
会員活動・業績最近國内關係時事




昭和 13 年 9月号、
P.98
巻頭あいさつ★フロイド賞に就いて



















































｢輪切りの人」（『新青年』昭和 13 年 11 月号）
｢英雄は死なず物語」（『奇譚』創刊号／博文館）
｢人生レイアウト」（『廣告界』昭和 13 年 10 月号以降連載）
｢文学精神病院」（『文学建設』創刊号）
｢季節の心理」（『廣告界』昭和 13 年 12 月号）
｢犯罪としての廣告」（現代新聞批判 11 月 1 日号）
｢時局を喰ふ廣告」（現代新聞批判 11 月 15 日号）
｢色魔としての廣告」（現代新聞批判 12 月 1 日号）
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編集後記編輯後記




昭和 15 年 1 月号、
P.94
会員活動・業績最近國内關係時事




昭和 15 年 9月号、
P.96
会員活動・業績國内關係時事













































て認知されたのは昭和 8年 12 月であることが確認できる。

























































年末から昭和 15 年末は、26歳から 33歳と青年期の後半、また彼自身のワー
ク・キャリアが本格的に動きはじめた時期にあたる。本稿で掲げた東京精神分
析学研究所の研究会、講習会における彼の活動、あるいはその他記事における
















































































※ 昭和 12 年 8 月 24 日に閣議決定され、組織作りが進められた（昭和 15
年 4 月 16 日に改組）「国民精神総動員機構」の運動本部のことか。この
組織と高橋の所属有無については未詳のこと多く、今後の調査課題とし
たい。





新しい性教育―幼兒を對象とした―』（昭和 25 年 6 月）、同じく『あま
とりあ』に『性教育講座』（昭和 27年 4月〜）などを寄稿している。
※ 式場隆三郎は昭和 12 年 6 月の研究会に初参加。以後東京精神分析学研
究所を通じてと関わりを持ち続けていたと見られ、本文中のミス日本選
抜会では「知能検査」を担当している（高橋はµ情操検査¸を担当）。
※ 第 4節掲載の表 1-1 および 1-2 に掲げたように、高橋は研究会および講
習会の席上で、自作の『精神分析』発表論文、また他誌掲載の小説を発
表して批評を求めている。（昭和 12 年 11 月の研究会で『交靈鬼懺悔』、
昭和 14 年 12 月の講習会で『太古の血』を朗読。詳細は第節表 1を参
照）。また、昭和 17年 7月に刊行した短編小説集『南方神秘郷』（東榮
雑誌『精神分析』における高橋鐵の活動 265
社）で、『神 聖 植 物
ボタン・デ・メスカル
』という幻覚サボテンによる無意識の表出をテー
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伺える。
※ 第 4節表 1参照。引用文中の「神靈矢口波」は本文ママ。「神靈矢口渡」
の誤植であると思われる。
【参考文献】




『性の伝道者 高橋鐵』（鈴木敏文、河出書房新社、平成 5年 11 月）
『新文芸読本 高橋鐵』（河出書房新社、平成 5年 12 月）
『悩まざりし人ありや―評伝 高橋 鐵』（斉藤夜居、太平洋書屋、昭和 55 年
8 月）
雑誌『精神分析』における高橋鐵の活動 267
